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移送サービス事業（市委託事業）
移送サービス事業は、身体が不自由で自力での外出が困難な寝たきり等の高齢者や重度障がい者等を対象

に、リフト付きバス（車椅子対応）を利用して病院への通院や入退院の移送サービスを行うことにより、外

出の利便性を図り高齢者や障がい者の福祉の向上を図ることを目的としています。

                                               

利用対象者

・おおむね65歳以上の在宅で寝たきり状態の者

・身体障害者手帳1級および2級保持者

・上記に準ずる者で社会福祉協議会会長が特に認めたもの

                           

実施日と利用料・利用回数

・無料（月1回～2回程度の利用）

・月曜日・火曜日・水曜日・木曜日の平日 ※R3.4.1～金曜日はご利用できませんのでご注意ください

（運行時間：午前8時30分から午後3時まで）

                                               

利用条件と利用範囲

・移送サービスを利用する場合は、介助者（付添い者）が同行することを原則とする

・運行範囲は、原則として市内及び近隣市町（大館市は労災病院まで）

                                               

申請からサービス実施までの流れ

1. 社会福祉協議会へ「移送サービス希望確認票」を提出（ケアマネジャー等による代行申請も可）

2. 社会福祉協議会担当職員による利用者・住宅周辺等の確認（訪問調査）

3. サービスの利用決定

4. 移送サービス運転手から当日の送迎時間の連絡調整

5. 移送サービスの開始

                                               

サービス利用時のマナー

1. 移送サービスは「タクシー」や「救急車」の代わりではありません。

   ・利用にあたっては時間に余裕をもって利用者同士乗合をお願いしています。経済的な負担軽減を図るた

め無料で実施していることをご理解ください。また、「○時までの予約時間に入りたい」、「急に具合が

悪くなったので通院したい」などタクシーや救急車のようなご利用はご遠慮ください。

2. 無理な時間の指定や迎えを急がせるような催促はやめてください。

・時間ロスを少なくし、スムーズに運行が行なえるよう配車計画をたてておりますが、無理な時間を指定

されることで、時間にロスが生じ帰りの迎えの時間にも支障をきたしてしまいます。特に、冬季間は道

路状況が悪くなることが予想されることから、時間に余裕をもたせた運行を計画しています。運転手も

安全運転を心掛けておりますので、急がせるような催促の電話はご遠慮ください。どうしても急ぐ必要

がある場合は、「介護タクシー」等をご利用ください。

3. 付添者は利用される方の「介護者」です。乗降時の介護は責任をもって行ってください。

   ・付添される方がすべて運転手任せに介助を頼まれるケースが見られます。運転手は基本的には運転業務

をメインにしておりますので、付添される方（ヘルパーやご家族）は移送車まで利用者の移動や乗降介

助をお願いします（ご家族が介助できない場合は、ヘルパー等の利用をケアマネジャーからも勧めてく

ださい）。

4. 自宅前等の移送車両停車場所の確保をお願いします。

   ・移送車両を停車・旋回できる場所の確保をお願いします。特に冬季間は降雪により停車・旋回場所が狭

くなっている所もあります。その際は自宅から離れた場所乗降をお願いする場合がございますので、ご

理解のほどお願いします。

                                               

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：菅原）まで、ご相談ください。
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まごころ訪問サービス事業（社協事業）
まごころ訪問サービス事業は、社会福祉協議会が住民参加型の在宅福祉活動として実施しています。公的

サービスで補うことが難しい在宅の要介護者や要支援者、一人暮らし高齢者及び重度障がい児者の自立生活

の支援や介護者の介護負担軽減、また日常生活の援助を行い家事負担の軽減を図ることを目的としています。

                                               

利用会員

在宅で生活されている要介護者や要支援者、一人暮らし高齢者及び重度障がい児者等日常生活を営むのに

援助を必要とする者

                                               

協力会員

18 歳以上の市民で心身ともに健全でヘルパー等の資格を有する者、または社会福祉及びこのサービスの

趣旨に賛同し、熱意をもって協力できる者

                                               

サービス内容

・生活援助（調理・洗濯・掃除・整理整頓など）

・生活必需品の買い物

・医療機関等への通院介助（移送手段の提供は含まれません）

・外出介助（移送手段の提供は含まれません）

・話し相手や趣味活動のお手伝い

・その他簡易なサービス

                           

利用回数とサービス提供時間

サービス提供時間は、30分単位とし午前9時から午後5時までの間で1回のサービス提供時間を概ね2

時間以内とする（年末年始の12月28日～1月4日は休み）

                                               

利用料と活動料

利用会員の利用料は、30分につき500円とし、現金支払いまたは金融機関からの引落とする

協力会員の活動料は、30分につき450円とし、自家用車で利用会員宅へ訪問した際は1km37円換算にて

交通費を支給する

                                               

申請からサービス実施までの流れ

1. 社会福祉協議会へ「まごころ訪問サービス事業利用会員申込書」を提出

↓（ケアマネジャー等による代行申請も可）

2. 社会福祉協議会担当職員による利用者状況とサービス内容・利用料の支払方法の確認

↓（訪問調査）

3. サービス内容等により協力会員との連絡調整

↓

4. 協力会員決定後、利用会員と顔合わせ・サービス提供の再確認

↓（自宅訪問）

5. まごころ訪問サービスの開始

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：高橋・中居）まで、ご相談ください。
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介護機器無料貸し出し事業（社協事業）
介護機器無料貸し出し事業は、鹿角市社会福祉協議会が在宅で生活されている要介護者や要支援者、一人

暮らし高齢者及び重度障がい児者等、また一時的なケガなどにより療養中の方などの対し、介護機器を貸し

出すことにより自立生活の支援や介護者の介護負担軽減を図ることを目的としています。

                                               

対象者

在宅で生活されている要介護者や要支援者、一人暮らし高齢者及び重度障がい児者等、また一時的なケガ

などにより療養中で日常生活を営むのに援助を必要とする者

                                               

貸し出し対象品目（台数に限りがありますので御了承ください）

・車椅子

・歩行器など

※ギャッチベッドの貸し出しはH30.3月で終了しました。

                             

利用料

無料

ただし、介護機器の棄損・紛失、汚れがひどい場合は修繕や消毒代として実費負担していただく場合があ

ります

                                               

申請からサービス実施までの流れ

1.社会福祉協議会へ介護機器の在庫を確認する

↓（電話でも可）

2.在庫があった場合、社会福祉協議会へ「介護機器貸付申請書」を提出

↓（ケアマネジャー等による代行申請も可）

3.介護機器の搬送等の連絡調整

↓

4.窓口または自宅で介護機器の引渡し → 介護機器の利用開始

↓

5.介護機器を使用しなくなった場合、社会福祉協議会へ返却

                                               

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：中居・大越）まで、ご相談ください。
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会食型食事サービス「わいわいランチ」（市委託事業）
会食型食事サービス事業は、地域の一人暮らし高齢者や障がいのある方々等が、地域で安心して暮らせる

ため、地域内での「助け合い・支え合い」活動への取り組みを推進している地域福祉ネットワーク活動の一

環として、65 歳以上の高齢者を対象に閉じこもり予防の地域交流や、生きがいづくり活動のための昼食交

流会「通称：わいわいランチ」の開催を推進しています。

                                               

助成内容

地域福祉ネットワーク活動の一環として行う、学習会や交流会、

サロン活動などの昼食交流会の一部を助成いたします。

指定された仕出し屋から1食650円以上のお弁当につき、

1食300円の助成を行いますが、利用にあたっては月1回

まで、年間3回以上の昼食交流会を開催していただくこと

が助成のための条件となります。

                              

利用方法

利用される時は、指定業者への事前注文が必要になりますので、昼食交流会など開催する1週間までに、

社会福祉協議会へ連絡をお願いします。

昼食交流会後、実績報告書の提出をお願いいたします。

                                               

地域福祉ネットワーク活動への職員派遣などのお手伝い

自治会等で開催される勉強会や交流会などに、社会福祉協議会職員がお邪魔して、お手伝いをいたします。

認知症や介護保険等などの学習会の講師として、またゲームやレクリエーション道具の貸出や指導など職

員が訪問します。また、関係機関とも連携しておりますので、「こんな話が聞きたい」などの要望がござ

いましたらお気軽にご相談ください。

    【昼食会】        【レクリエーション活動】      【介護予防教室】

                                               

利用できる仕出し屋

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：高橋・中居）まで、ご相談ください。

                                               

業者 配達可能地域 所在地・連絡先

あんべ食堂 花輪、尾去沢、八幡平 八幡平   32-2317

仕出しのポンポコ 市内全域（1日2自治会限定） 尾去沢   23-6878

くぅ兵衛 市内全域（木、土、日、祝日は対応できません） 尾去沢   25-8414

板橋仕出し店 花輪、毛馬内、大湯、尾去沢 十和田錦木 35-3211

おふくろ弁当 花輪、毛馬内、大湯、尾去沢 十和田大湯 37-3498

かまどやにこにこ店 配達不可、店舗受け取りのみ 花輪    23-7770
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敬老のお祝いに

“わいわいランチ”を開催しませんか？

これまでの会食サービス事業（わいわいランチ）に加え、新たに９月～１０月を敬老月

間と設定し、この期間に地域で開催する敬老祝いを応援します。

◎利用できる“仕出し屋さん”

●事前に予約が必要です！！

※開催日の 1 週間前までに（くぅ兵衛は2 週間前）、下記の連絡先へお申し込みください。

開催終了後、報告書の提出をお願いします。

（報告書は、社協窓口および社会福祉協議会のホームページからダウンロードできます）

業者 配達可能地域 所在地・連絡先

あんべ食堂 花輪、尾去沢、八幡平 八幡平   32-2317

仕出しのポンポコ 市内全域（1 日2 自治会限定） 尾去沢   23-6878

くぅ兵衛 市内全域（木、土、日、祝日は対応できません） 尾去沢   25-8414

板橋仕出し店 花輪、毛馬内、大湯、尾去沢 十和田錦木 35-3211

おふくろ弁当 花輪、毛馬内、大湯、尾去沢 十和田大湯 37-3498

かまどやにこにこ店 配達不可、店舗受け取りのみ 花輪    23-7770

期 間 ： ９月～１０月

対 象 者 ： ６５歳以上（自治会単位でのお申し込みをお願いします）

助成内容 ： 自治会で行われる敬老祝い会等に１，０００円分の昼食代（一部仕出

し屋では飲料込可）

※指定業者がございます

《 問合せ・申込先 》

鹿角市社会福祉協議会

TEL 23－2165
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●あんべ食堂

飲み物付きも対応可能です。何個でも対応し

ます。

●仕出しのポンポコ

飲み物付きはできません。

配達車が1 台なので、近場であれば1 日2 か所

は可能です。50 個まで対応します。

●くぅ兵衛

容器は回収にあがります。

●板橋仕出し店

飲み物付きも対応できます。缶の飲み物であ

れば温かいものもお持ちできます。ジュースは

提供出来ません。

●おふくろ弁当

飲み物付きも対応できます。

●かまどやにこにこ店

店頭での受け取りをお願いします。飲み

物付きも対応できます。
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敬老月間（わいわいランチ）実施状況報告書

自治会名
実施日

（時 間）

令和  年  月  日（  ）

：   ～   ：

会  場 個 数 個
あんべ食堂・ポンポコ・くぅ兵衛

板橋仕出し店・おふくろ弁当・かまどや

参   加   者   名

参加者名 (対象者 65歳以上) ボランティア名

1 11       21 31 1

2 12 22 32 2

3 13 23 33 3

4 14 24 34 4

5 15 25 35 5

6 16 26 36 6

7 17 27 37 7

8 18 28 38 8

9 19 29 39 9

10 20 30 40 10

日  程

  ：  ～  ：

  

   ：  ～  ：

   ：  ～  ：

   ：  ～  ：

感 想

※「わいわいランチ」終了後、翌月の５日までに提出をお願いいたします。

※記入漏れのないようお願いいたします。

【提出先】鹿角市社会福祉協議会  TEL23-2165 FAX23-2850

-7-



除雪ボランティア事業
高齢化の進展に伴い、一人暮らしや高齢者だけで暮らす世帯も年々増加しています。

社会福祉協議会では、住み慣れた地域で暮らしたいという高齢者の思いと、冬の除雪に大きな不安を抱え

ている声をお聞きし、市民の助け合い活動として除雪ボランティア事業を実施しています。

ご近所や親戚からの支援が受けられず、除排雪にお困りの方はお問い合わせください。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

対象者

おおむね70歳以上の低所得の一人暮らし高齢者世帯、または高齢者のみの世帯、身体障がい者世帯であ

って、ご近所や親戚等からの除雪支援を受けることができない方

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

実施内容

市民ボランティアの手で、屋根等から落ちて玄関前や通路などにたまった雪の除排雪を中心に行います。

積雪の状況を見ながら、ボランティアと調整して実施します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

注意していただきたいこと

・降雪時の除雪には対応できません。早くても2～3日後の作業となります。

・屋根の雪下ろしは行いません。

・世帯の状況やボランティアの調整がつかないなどにより、実施できない場合もあります。

                                               

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：駒ヶ嶺・大越）まで、ご相談ください。
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低所得世帯への日常生活費等のつなぎ資金に関する相談は

たすけあい資金貸付制度
社会福祉協議会が独自に行っている貸付制度で、低所得世帯の方を対象に日常生活費等のつなぎ資金を無利子

で貸付ける資金です。

                                                  

対象となる方  ・市内に住所を有する方（世帯単位での貸付です）

       ・生活困窮状態が慢性的ではなく、一時的に困窮している世帯

・市内に住所を有する保証人が必要（同一世帯の方や、既にたすけあい資金の保証人になられ

ている方、保証能力のない方は保証人となることはできません）

                                                  

貸付金額  上限５万円

返済期間  貸付後１年以内

利  子  無利子

                               

申請から貸付までの流れ

1. お電話いただくか、社協事務所へお越しください。

相談内容を詳しくお伺いします。

（相談内容により、貸付に該当にならない場合がございます。）

↓

2. 貸付の対象となる方は、「たすけあい資金借入申込書」及び「たすけあい資金借用証」に必要事項を記入の

上、社会福祉協議会へ申請します。なお、申請には、原則として市内に住所を有する保証人が必要となり、

「申込書」及び「借用書」の保証人記入欄へは、住所・氏名等を保証人が自署する必要があります。また、

申請には、「申込書」「借用書」のほか、申込人が居住する地区の民生委員からの意見「たすけあい資金申

込者（担当民生委員の意見）」が必要になります。

  ↓

3. 提出された申込書及び担当民生委員の意見により、社協担当職員が保証人への承諾確認、担当民生委員へ

の状況確認を行った上で、事務局審査を経て、可否を申込人へお知らせいたします。

  ↓

4. 原則として申込人が来所し、貸付決定した金額をお渡しします。なお、資金交付の際には、領収書及び借

用書（借用月日）を記入していただきます。

  ↓

5. 貸付後１年以内の償還となります。償還方法は、原則として事務所へお出で頂きますが、何らかの事情に

より、お出で頂けない場合は、社協の口座に送金して頂きます。なお、期間内で償還頂けない場合は、申

込人及び保証人へ督促を行います。

                                                  

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：山田・中居）まで、ご相談ください。
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様々な理由で借入が困難な低所得の方への資金の貸付に関する相談は

生活福祉資金貸付制度
生活福祉資金は金融機関や公的貸付制度からは借入が困難な所得の少ない世帯、障がい者や介護を要する高齢

者の世帯に資金を貸付けと必要な援助を行うことにより、その経済的自立と生活の安定を図ることを目的として

います。

                                                  

対象となる方   ・低所得世帯（失業者含）、障がい者世帯、高齢者世帯 ※世帯単位での貸付です

         ・生活福祉資金の連帯保証人は貸付を受けられません

                                                  

貸付の種類

総合支援資金
失業や収入の減少により、世帯の生活の維持ができなくなった等、生活の立て

直しのための貸付資金です。

福祉資金（福祉費）
福祉機器の購入や、商売・結婚・出産・葬儀・引越・住宅改修等の経費、また、

日常生活上一時的に必要な経費等をお貸しするものです。

福祉資金（緊急小口資金） 緊急かつ一時的に世帯の生計維持が困難となった場合の貸付資金です。

教育支援資金
高校、大学、短大、専門学校（専修大学専門課程）への修学に際し、入学金・

制服等の就学経費と、授業料・通学定期代等の修学経費となる貸付資金です。

不動産担保型生活資金 今お住まいの居住用不動産を担保に生活資金をお貸しするものです。一定の居

住用不動産を所有している必要があり、将来にわたりその住居に住み続けるこ

とを希望する高齢者世帯（要保護高齢者世帯）が対象です。

※担保となる居住用不動産（土地）の評価額の下限は1,000万円程度
要保護世帯向け

不動産担保型生活資金

注意事項  ・すでに支払った費用は対象になりません。

      ・他の金融機関、公的貸付・助成金制度が受けられる

場合はそちらが優先になります。

      ・原則として連帯保証人が1名必要です。

ただし、連帯保証人を立てない場合でも資金の貸付を受ける

ことができます。（教育支援資金・緊急小口資金など連帯保証人

を必要としない資金もございます）

      ・貸付利子は、連帯保証人を設定する場合は無利子。

設定しない場合は年1.5％。

                                                  

生活福祉資金は、秋田県社会福祉協議会が実施している貸付制度です。民生委員や市町村社協が相談窓口とな

り、生活支援をもとに無利子や低利子で資金貸付を行うものです。

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：山田・中居）まで、ご相談ください。
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判断能力が低下した場合の財産等の管理に関する相談は

権利擁護センター事業（日常生活自立支援事業・成年後見制度法人後見事業）

■日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）
秋田県福祉生活サポートセンター（秋田県社会福祉協議会運営）では、判断能力が弱まってきた高齢者や知的

障がい者、精神に障がいのある方が、住み慣れた地域で安心して生活できるように日常生活自立支援事業（地域

福祉権利擁護事業）を実施しています。県内すべての市町村社協に福祉生活サポートセンターを設置し次のよう

なサービスを提供しています。（1を基本に2と3のサービスをご利用いただけます。）

                                                  

サービス内容

①福祉サービスの利用援助

・福祉サービスに関する情報提供、助言

・福祉サービスの利用または利用をやめるために必要な手続き援助

・福祉サービス利用料を支払う手続き援助等

・福祉サービスについての苦情解決制度の利用援助

※利用者ご本人の施設入所に関しての書類の記入は行っておりません。

このことに関しましては、ご本人・家族の方にお願いをいたします。

②日常的金銭管理サービス

1.年金及び福祉手当の受領に必要な手続き

2.医療費を支払う手続き

3.税金や社会保険料、公共料金等を支払う手続き

4.日用品の代金を支払う手続き

1.から4.の支払いにともなう預金の払戻、預金の解約、預金の預け入れの手続き

※日用品を買う行為については行っておりません。

③書類等の預かりサービス

1.年金証書 2.預貯金の通帳 3.権利証 4.契約書 5.保険証書 6.実印・銀行印 7.その他

※株券や債権等の有価証券・不動産・貴金属・絵画等を預かることはできません。

■成年後見制度法人後見事業
権利擁護センターを運営している鹿角市社会福祉協議会が、家庭裁判所から「成年後見人」等に選任された場

合に、本人の支援を行います。後見人等の主な仕事は身上監護と財産管理の２つに分けられます。

                                                  

主な支援の内容

①身上監護とは

ご本人に契約能力がない場合に介護契約や施設入所契約など本人の身上の世話や療養看護を行うもの。

  ・施設の入退所に関すること～老人ホームなどの施設の入退所・処遇の監視など

  ・介護、生活に関すること～介護保険の利用手続きや介護サービス提供者等との契約、費用の支払いなど

②財産管理とは

本人の資産や負債、収入及び支出の内容を把握し本人の生活状況に適した計画的な支出をするもの。

  ・銀行などの金融機関との取引や支出、収入の管理

  ・不動産などの重要な財産の管理、処分、権利証・通帳などの保管

                                                  

お問い合わせは

鹿角地区福祉生活サポートセンター（鹿角市社会福祉協議会内）

（℡22-1956 担当：専門員 浅岡・サポート員 中村）まで、ご相談ください。

鹿角市社会福祉協議会権利擁護センター（℡23-2165 担当：浅水・中村・山田）まで、ご相談ください。
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成年後見制度の利用に関する相談は

鹿角市成年後見支援センター事業
成年後見制度の利用促進を図るため、「成年後見制度の利用の促進に関する法律」が施行され、だれもが権利擁

護支援が届く体制整備が求められています。当市においては「鹿角市成年後見制度利用促進基本計画」（2020 年

12月）を策定し、その計画の中には権利擁護を必要とする人への早期発見と仕組みや迅速に適切な対応がとれる

よう体制整備を進めることにし、その中核となる機関として「鹿角市成年後見支援センター」を開設しました。

2000年4月に介護保険制度と同時に、成年後見制度も始まりましたが、介護保険が介護を必要とする高齢者を支

える制度として定着したのに対し、成年後見制度の利用は順調とは言えません。成年後見制度が進みにくかった

理由はニーズがないからではなく、司法や福祉、各関係者等との連携が難しかったことが理由の一つです。急速

に進む高齢化や核家族化の中で、成年後見制度の利用が必要かもしれないケースは今後も増加していくことが予

想されており、センターの活用を進めていきます。

                                                  

■成年後見支援センターとは

■成年後見支援センターの業務
① 相談

成年後見制度の利用が必要であるかを検討し、今後の方向性について一緒に考えていきます。また、成年後見

制度や福祉サービス利用援助事業に関する相談をお受けします。

受付時間：月曜日～金曜日 午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝祭日や年末年始はお休み）

※センターへ来所してご相談の場合、事前にお電話いただけるとスムーズです。

② 申し立て手続きのお手伝い

家庭裁判所に申し立てをする際の必要書類の説明や申立書の書き方等の支援を行います。

③ 後見人のサポート

親族の後見人を引き受けている方や、後見人を初めて受ける方の相談を受け付けて支援を行います。

④ 広報・啓発業務

研修会の開催や広報活動などをとおして、成年後見制度の周知や利用促進を図ります。

⑤ 関係機関との連携

行政機関、関係機関等専門職との連携体制の構築に努めます。また、成年後見人等からの相談に対する支援を

行うほか、制度利用に係る課題等の把握に努めます。

                                                  

お問い合わせは

鹿角市後見支援センター（鹿角市社会福祉協議会内）

（℡22-1956 担当：浅水・中村）まで、ご相談ください。

                                                  

市
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生活に困っている方に関する相談は

自立相談支援事業・家計改善支援事業・就労準備支援事業（生活困窮者自立支援法）

生活困窮者自立支援法とは
長引く景気の低迷により失業や非正規雇用、低収入など急増し、働ける世代の生活保護受給者も増加していま

す。また、単身世帯やひとり親世帯の増加、近所づきあいの希薄化などによる社会的孤立によって、誰にも相談

できない状況も広がっています。このように誰もが生活困窮に陥るかもしれない恐れがある社会の中、生活に困

っている方が自立するための支援が急がれるなか、生活保護に至っていない生活困窮者に対する「第２のセーフ

ティネット」として相談および支援を行います。

                                                  

■自立相談支援事業（ 主任相談支援員・相談支援員・就労支援員 ）

生活困窮者の相談に広く対応し、当該生活困窮者が抱える課題を把握する

とともに、その置かれている状況や本人の意思を十分に確認することを

通じて個々人の状態にあった支援計画の作成など包括的に行う。

実施内容

  ①相談窓口の設置

生活困窮者の複合的な課題に包括的・一元的に対応する相談窓口を設置

  ②出張・訪問相談の実施

来所が困難な場合において、出張相談を実施。また地域や相談基幹の

ネットワーク強化により生活困窮者の把握を行い、訪問による相談支援を行う

  ③支援調整会議の開催

相談者の抱える課題を関係機関と共有し支援策を検討する支援調整会議を開催

  ④関係機関のネットワークづくり、社会資源の開催

   地域での見守り体制構築や関係機関のネットワークづくり、社会資源の開発を行う

  ⑤広報

   相談窓口の周知を図るため、チラシや広告等による広報を実施

■家計改善支援事業（ 家計相談支援員 ）

家計に問題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、相談者とともに家計の状況を明らかにすることで相談者の

生活の再生に向けた意欲を引き出すとともに、家計支援計画の作成、必要な情報提供、専門的な助言及び指導等

を行い、相談者自身の家計を管理する力を高め、早期に生活が再生されることを支援する。

■就労準備支援事業（ 就労準備支援員 ）

ひきこもりや生活困窮者等の方に対し、早期就労に向けた就業相談やアドバイス、また生活リズムの改善に関

する専門的な助言・指導などを実施することで、一般就労に従事する準備としての基礎能力の形成を計画的かつ

一貫して支援する。

                                                 

相談できる方

生活保護を受給している方以外で、生活に困っていて、最低限度の生活を維持することができなくなる恐れの

ある方（生活困窮者）はだれでも相談できます。年齢に制限はありません。

経済的な問題で生活に困っている方、長く失業している方、引きこもりやニートで悩んでいる方、働いた経験

がなく不安な方など、生活の問題を抱えている方はどなたでもご相談ください。相談は無料です。

                                                  

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2165 担当：大越・駒ヶ嶺・中居・高橋）まで、ご相談ください。
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高齢者の介護に関する相談

居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）
居宅介護支援事業所は、介護支援専門員（ケアマネジャー）を配置し介護保険サービスを受ける要介護と

認定された方が適切かつ効果的にサービスが受けられるよう、介護サービス計画（ケアプラン）を立てたり、

介護サービス提供者や事業所とサービスを受けるお客様やご家族との連絡調整を行います。

                                               

介護支援専門員（ケアマネジャー）

職員配置 担 当

高 瀬 輝 美 管理者 主任介護支援専門員（介護福祉士）

金 澤 由香子 介護支援専門員（介護福祉士・社会福祉士）

目 時 紀代子 介護支援専門員（介護福祉士）

                                               

サービス利用までの手順

1．申請する 本人または家族が市介護保険担当窓口等で「要介護認定」

の申請を行います

↓（ケアマネジャー等による代行申請も可）

2．心身の状態を調査します

↓（訪問調査 調査員が本人や家族から聞き取り調査が行われます）

↓（主治医意見書 鹿角市の依頼を受けて、主治医による意見書が

作成されます）

3．認定審査会

↓（審査・判定 訪問調査の結果や主治医の意見書をもとに、

どのくらい介護が必要かなどを審査・判定されます）

↓（認定 要介護度の認定を行い、本人に通知されます）

4．ケアプランを作ります

↓（ケアマネジャーと相談して、本人の希望や状態に応じた介護サービス計画（ケアプラン）をたて

ます）

5．サービスを選びます

    （要支援1･2の方は ⇒ 介護予防サービス ＊地域包括支援センターが担当します）

    （要介護1～5の方は ⇒ 介護サービスまたは施設サービスなど利用できます）

    （非該当の方は   ⇒ 鹿角市が行う総合支援事業など利用できます）

6．サービスを利用します

   （本人または家族がサービス事業者と契約を結び、ケアプランに基づいてサービスを利用します）

   （原則として費用の1割は利用者の負担となります）

                                               

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡22-3188 担当：介護支援専門員（ケアマネジャー））まで、ご相談ください。
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高齢者や障がい者への介護サービス提供は

訪問介護事業所（ホームヘルパー）
訪問介護事業所は、訪問介護員（ホームヘルパー）を配置し、ご家庭を訪問し家事・介護に関する日常生活の

援助や相談を通して、ご家庭での自立した生活をご支援いたします。

                                               

職員の体制

職 種 常勤 非常勤 職務の内容

1 管理者 （田口あゆみ） 1 0 事業の統括

2 サービス提供責任者 （田口 あゆみ、石井八十子） 2 0 サービス提供責任者

3 従事者である訪問介護員(サービス提供責任者を含む) 2 3 身体介護

生活介護

身体生活

乗降介助

(1) 介護福祉士 (2) (1)

(2) 訪問介護養成研修2級課程修了者 (0) (2)

                                                

サービス内容

（１）身体介護サービス               

ご家庭に訪問し、入浴や排泄、食事などの介助     

をします。      

食事介助 口腔介助 排泄介助 陰部洗浄

入浴介助 洗髪 部分浴 清拭

歩行介助 体位交換 衣服の着脱 通院介助

車いす介助 移動・移乗介助 相談援助 その他

（＊個々のサービス支援計画にそってご支援いたします。）

（２）生活援助サービス

ひとり暮らしの方や同居家族が病弱な方々が

家事を行うことが困難な場合に利用できます。

（３）介護保険外サービス

①外出介助サービス

介護保険制度では認められない範囲の通院等の外出介助や見守り介助、               

それに 付随した身体介護等の介助をします。

区   分

利用料

早朝

6:00-8:00

日中

8:00-18:00

夜間

18:00-22:00

介護保険サービスの対象にならない方への通院介助や院内介助

30分につき

1,063円

30分につき

850円

30分につき

1,063円
一緒に外出しての日用品の買い物援助など（概ね１時間以内）

行事などへの付き添い介助（概ね１時間以内）

                                               

お問い合わせは

鹿角市社会福祉協議会（℡23-2317 担当：田口・石井（サービス提供責任者））まで、ご相談ください。

                                               

洗濯 居 室等 の 掃 除 買い物

調理 衣類の補修・整理 シーツ交換

寝室の整理 相談・援助 その他
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～福祉課題の解決へ向け多種多様な関わりを

模索し支援をつなぎ合わせていきます～

鹿角市地域福祉ネットワーク活動支援事業補助金

赤い羽根共同募金配分金事業

お隣さんが週１回買い物や
ゴミ出しをお手伝い。
また、夜、電気が消えてい
るか気にしている。

月２回、息子家族が帰
郷して、部屋の片付け
やお出かけに

自治会長さんが相
談役に

民生委員さんが
定期訪問

週２回の

ヘルパー利用

老人クラブの友人が週
１回話し相手に。

関係機関の専門職や
ボランティアなどの支援。

変化があったら
社協に相談

福祉員さんが昼食会などにお誘
い。週１回電話での安否確認も

社協

一人暮らし高齢者

横のつながり

横のつながり

専門機関との

つながり

専門機関との

つながり
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●地域福祉ネットワーク活動支援事業は

●自治会での具体的な取り組み例

自治会の範囲で気になる方、心配な方の見守り活動を

住民の参加により進めていただきます。

  ①地域で気になる方などへの見守り訪問活動

  ②暮らしの困りごとを抱える方への生活支援活動

  ③交流・閉じこもり予防を目的とした昼食会の開催

  ④定期的なネットワーク会議などの開催

  ⑤住民懇談会の開催や学習会の開催 など

自治会内において、自治会長、民生委員、福祉員、老人クラブや婦人会など関係する団体の皆様の合意と

協力により、活動を進めていただける自治会を募集します。

地域の「助け合い・支え合い」活動へ取り組ま

れ る 自 治 会 を 応 援 す る 事 業 で す

鹿角市社会福祉協議会では、社協会費や赤い羽根共同募金配分金を活用し、「地域福祉ネット

ワーク活動支援事業」を行うことにより、スローガンでもある「ともに支え合う福祉のまちづ

くりをめざして」の実現に向け、地域と一緒に福祉力を高めることのできる地域づくりを目指

していきます。

自治会の人口規模や従来の活動状況に合わせて取り組み方は様々です。社協職員が随

時訪問して、無理なく取り組める方法を皆さんと一緒に考えます。

社協の職員が一緒にお手伝いします

活動を始めるにあたって

地域福祉ネットワーク活動費を助成します。

-17-



「地域福祉ネットワーク活動支援助成金」のご案内

１．地域で取り組んでいただきたい活動例

●地域で気になる方などへの見守り訪問活動

  ●暮らしの困りごとを抱える方への生活支援活動

  ●交流・閉じこもり予防を目的とした昼食会（わいわいランチ）の開催

  ●定期的なネットワーク会議などの開催

  ●住民懇談会の開催や学習会の開催 など

★ご留意いただきたい点

自治会長、民生委員、福祉員、老人クラブや婦人会などの関係する団体の合意により申請していただき、

地域住民の参加協力を得て活動を進めてください。

２．助成する金額

●活動内容を精査したうえで、上限３万円まで

３．助成対象となる活動期間・助成の流れ

所定の申請書・実績報告書をご利用ください。

１２月 １月 ３月 ４月

次年度申請 精査・審査 決定・通知 助成・報告

※新規に取り組まれる自治会へは、３年間継続助成いたします（３万円）。

※4 年目以降は、毎年度事業申請の提出を受けて、審査のうえ、決定・助成いたします。

申請多数の場合、ご希望に添えない場合がありますのでご了承ください。

令和２年度助成実績

・新規助成(1年目)

0 自治会（30,000円）

・4年以上

10自治会（25,000円）

5９自治会（20,000円）

継続自治会は、前年度
報告書を提出申請書を提出

自治会、福祉員の皆様へ
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≪地域福祉ネットワーク活動≫
助成対象経費 助成要件 助成金の額

地域福祉ネットワーク活動費
地域福祉ネットワーク活動に係る経費
（事務経費）

新規（1～3 年まで）
30,000 円

継続（4 年以上）
20,00０円～25,000 円

活動区分 活動内容

見守り活動

・要援護者等への日常的な近隣者による声かけ等

・要援護者等への定期的な訪問・電話、回覧板や広報配布時の手渡し等

・要援護者台帳等の作成

生活支援活動
・要援護者等への話し相手、買物、外出の付き添い、ゴミ出し、重い物

の移動、軽微な修理等

緊急時支援活動
・要援護者の把握調査

・緊急時の要援護者支援（緊急連絡票の作成等）

その他の福祉活動 ・情報交換会議、福祉に関する研修等
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鹿角市社会福祉協議会「福祉座談会」のお知らせ

社会福祉協議会（社協）では、自治会や各種団体
などの会合や学習会などに職員が出向いて「福祉座
談会」を開催いたします。社協の事業や福祉の専門
的な制度やサービスなどへの理解を深めていただく
とともに、住民のみなさんと情報交換を行い、地域
の現状を把握し、ともに支え合う福祉のまちづくり
をめざしています。

☆どなたでもご利用できます！お気軽にお声をかけてください！
市内の各種団体・自治会・学校や企業などの学習会などご利用ください。

☆ご希望の日時にできる限りお邪魔します！
年末年始を除いた日であれば、日曜・祝祭日といつでもご

利用できますが、どうしても職員の都合がつかない場合は、
日時やメニューの変更をお願いする場合もありますのでご
了承ください。

☆利用料は一切かかりません。無料です！
利用料は無料です。ただし、内容によって必要な教材費な

どを使う場合は、事前にご負担についてご相談する場合もあ
りますのでご了承ください。

☆申込は社協までご連絡ください！
鹿角市花輪字下花輪 86－2
鹿角市社会福祉協議会 TEL：２３－２１６５  FAX：２３－２８５０
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鹿角市社会福祉協議会福祉座談会の主なメニュー
No メニュー 主な内容

１ 「社協ってどんな活動をしているの？」
～社協の組織と事業内容の紹介～

「社協の活動が良くわからない」市民の皆さんからそのような
声をお聞きします。社協が行っている事業を紹介し、社協への
理解を深めていただきたいと思います。また、地域の状況につ
いても情報交換を図っていきます。

２ 「ボランティアをしたい。ボランティアから手伝ってほしい。」
～鹿角市のボランティア活動について～

鹿角市内のボランティア活動の状況や活動の紹介、斡旋などを
行い、鹿角市のボランティア活動について皆さんと一緒に考え
ていきます。

３ 「鹿角市のふくしについて勉強したい（学校総合的な学習向け）」
～当事者とのふれあいや疑似体験活動～

各学校において、児童や生徒の「豊かな心」、「思いやりの心」
を育むことを目的とした取り組みが行われておりますが、体験
学習等を通してふくしについて理解を深めます。

４ 「心強い遠くの親戚より近くの他人。地域の助け合いづくり。」
～地域福祉ネットワーク活動について～

少子高齢化が進んでいる当市において、今後も住み慣れた地域
で安心して生活できるよう、地域の皆さんと支え合いのまち作
りについて考えていきます。

５ 「金銭管理等不安になってきたけどどうしよう？」
～日常生活自立支援事業と成年後見制度について～

認知症などが増えている中、一人暮らしをしているが金銭管理
が不十分になっても子供たちは離れていて協力してもらえな
い。そんな時、利用できる制度を学習していきます。

６ 「ちょっとした介護機器を使って介護負担の軽減を図りましょう」
～便利な介護用品の紹介・知って得する介護技術講習～

ちょっとした介護機器や用品を使うことにより、ぐっと在宅介
護が楽になります。デモ機やサンプル商品など直接見て触れる
ことができます。

７ 「介護が必要にならないように予防が大切です」
～日常的に出来る介護予防の紹介や実技指導～

「人の世話にならず、いつまでも元気でいたい」。誰もが願っ
ていることです。そのためにも、日常的な介護予防への取り組
みが大切です。

８ 「募金はどのように使われているの？」
～赤い羽根共同募金の仕組みについて～

毎年行っている募金はどのように使われているのか。皆さんの
募金がどのように使われているのか分かりやすく説明します。

９ 「介護が必要になったらどうしよう？」
～介護保険制度の手続きからサービス利用や内容を紹介～

「いざ介護が必要になったらどうしよう」慌てる事なく、身近
な介護保険制度について、申請からサービス利用まで具体的な
流れを紹介します。実際、介護認定など必要な場合はケアマネ
ジャーが訪問しますのでその時にも個別に相談できます。

１０ 「ちょっといっぷく。おしゃべりタイム」
～出張サロン。なんでもいいのでお茶っこ飲みながらしゃべりましょう～

家にばかり閉じこもらないで、会館などに集ってみんなとお茶
っこなど飲みながらおしゃべりしませんか。

上記以外のことでも可能な限り対応したいと思いますので、お気軽にご相談ください。
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申 込 日 令和     年     月    日
※受付ＮＯ．

申 込 メニュー
Ｎｏ． 内容：

申 込 団 体 名

代 表 者 氏 名

代 表 者 住 所

電 話 番 号
自宅： 勤務先等：      

受講希望日時 令和 年 月 日 （   曜日）
午前・午後   時   分～

午前・午後   時   分まで

集りや学習会等の

名称

受 講 者 数 等
          

名

対象（男女別、年齢構成など）：

会 場

学習のねらいや講

座内容に対する要

望がありましたらご

記入ください。

※担当記入欄

受付日 担当者への連絡 担当者の返事 受講者への連絡 最終確認

回覧
会長 事務局長 職員
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レクリエーション機器貸出リスト

鹿角市社会福祉協議会では、市内の自治会や高齢者サロン、子供会、老人ク

ラブ等の地域団体へレクリエーション機器を無料で貸し出ししています。

借用期間等のルールは次のとおりです。

※このレクリエーション機器は、市民の皆様からお寄せいただいた社協会費や共同募金を財源とし

て整備しています。今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

サロンやわいわいランチのための

対  象：市内の自治会、高齢者サロン、子供会、老人クラブ等の団体が行う非営利を目

的とする活動。営利を目的とする団体（事業）や個人的な活動は対象外です。

借用期間：４日以内

数  量：１団体につき３つまで

手 続 き：鹿角市社会福祉協議会の窓口で所定の借用書へ記入の上お申し込みください。

運搬方法：借用される団体で運搬してください。

注意事項：レクリエーション機器が破損した場合（紛失などを含む）は、借用された団体

に弁償していただくことがあります。

機器の数に限りがありますので、電話でご予約をお願いいたします。

問合せ先・申込み先 社会福祉法人鹿角市社会福祉協議会

          〒０１８－５２０１ 鹿角市花輪字下花輪８６－２

          ＴＥＬ：２３－２１６５ ＦＡＸ：２３－２８５０

          ＭＡＩＬ：info@kazunoshishakyo.or.jp

裏面へ
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１

輪投げ

離れたところから数字が書

いてある棒をめがけて輪を

投げます

９

ナンバーストライクゲーム

離れたところからパネルめが

けてボールを投げ、点数を競

ったり、ビンゴゲームを楽し

みます

２

スカットボール（２セット）

ゲートボールのようにボー

ルを穴に入れて点数を競う

ゲームです

１０

ボッチャ（２セット）

パラリンピックの公式種目。

赤・青の 2 チームに分かれ、

いかに白のボールに近づけら

れるかを競います

３

スマイルボーリング

離れたところからボールを

投げて 10 本のピンを倒しま

す。10 本倒すまでの投球回数

を競います

１１

ダーツ

一定の距離から矢を投げ得点

を競う射的競技です

４

風船バレーセット

風船を膨らませてラリーを

楽しみましょう

１２

脳トレゲーム（５種類）

頭の体操ゲームや手先を使う

ゲームを用意しています

５

シャッフル＆ゴルフセット

32 面体のボールが意外な方

向へ転がるゴルフゲームで

す

１３

室内用ペタンク

目標球(ビュット)に金属製の

ボールを投げ合って、相手の

ボールより近づけることで得

点を競うゲームです

６

室内用玉入れ

離れたところから球を投げ

て入れたボールの数を競い

ます

１４

介護予防トレーニンググッズ

手や指先への刺激、またチュ

ーブを使ってインナーマッス

ルを鍛えます

７

大型ジェンガ

ジェンガの大型版です。サイ

コロを転がして出た目の色

のブロックをうまく抜いて、

上に積んでいきます

１５

ボール・バット

室内で使用できる柔らかいボ

ールとバットを準備していま

す

８

大型オセロ

直径 8cm のコマ（EVA スポン

ジ）と 36 マスの盤で楽しむ

オセロです

１６

フライングディスク

的をめがけてディスク（フリ

スビー）を投げます
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鹿角市社会福祉協議会レクリエーション機器貸出申込書

申 込 日
令和   年   月    日（   ）

団 体 名

代表者 氏名

担 当 者 名

担当者連絡先

貸出希望期間
令和    年    月    日（   ）   時 から

      月    日（   ）   時 まで

目 的 サロン ・ わいわいランチ ・ その他（           ）

貸 出 機 器

Ｎｏ．      品名                  

Ｎｏ．      品名                  

Ｎｏ．      品名                  

会 場

そ の 他
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成年後見制度利用支援 ～将来の不安を安心へ～

私が認知症になったら、
誰が私のお金を管理し
てくれるの？

子どもは遠方に住んでい
ます。老後の様々な契約
や書類作成・手続きなど
自分でできるか心配。

母は寝たきりで長期入院中。
銀行窓口で母の預金をおろそ
うとしたら「本人を連れてき
て」と言われました。

障がいを持つ子どもがい
ます。親亡きあとの子ど
もの将来が心配で･･･。

･････こんな不安はありませんか？

頼れる家族もおら
ず、これからの生
活が不安･･･。

まずはご相談ください

鹿角市成年後見支援センター
〒018-5201
鹿角市花輪字下花輪86-2 社会福祉法人鹿角市社会福祉協議会内

電話 ０１８６－２２－１９５６ FAX ０１８６－２３－２８５０

受付時間 ８時３０分～１７時１５分（土・日曜日、祝祭日を除く平日）

鹿角市社会福祉協議会では、成年後見制度を有効にご利用いただけるよう、鹿角市からの委託を受

け「鹿角市成年後見支援センター」を開設しました。「成年後見制度」の情報提供や研修会の開催、
相談などを行うほか、法人として後見人等として直接後見業務も行っています。

鹿角市成年後見支援センターが行う主な支援

①成年後見制度の説明 ②解決に向けた提案 ③関係機関との連携 ④専門機関への紹介

⑤家庭裁判所への申立て同行 ⑥書類の作成支援 ⑦後見人等の受任調整 など
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★成年後見制度とは
認知症・知的障がい・精神障がいなどによって、判断能力が十分でない方の権利（お金の管理や福
祉サービスなどの契約など）守る法的な仕組みです。お住まいの近くの家庭裁判所に申し立てを行

い、本人を援助する人（親族や弁護士などの第三者の法的な代理人）を選任し、本人の代わりに、

★後見人などはどんな人がなれるの？
家庭裁判所が、成年後見制度を利用する人の権利を守るという重要な責任を果たすのにふさわしい
人を選任します。制度を利用する人（本人）の心身の状態や生活状況、成年後見人となる人の職業

や経歴、本人との利害関係の有無、その他一切の事情を考慮し、親族のほか、弁護士や司法書士、
社会福祉士、法人などから選任されます。

★どんなことができる制度なの？
裁判所が決めた後見人等は、本人に代わって次のことができます。

本人の意思を尊重し、心身の状態及び生活の状況に配慮した支援を行います。

例）高齢者施設、介護保険サービスの各種手続きや費用の支払い/障害福祉
サービスの利用手続き/定期的に訪問し生活状況の確認 など

身上監護

財産管理
本人に代わって財産管理を行います。

例）印鑑、預貯金通帳の管理/収支の管理/不動産の管理 など

鹿角市社協では、法人として後見業務を行っています!!

判断能力が低下した方のニーズが多様化したことで、組織的に本人の身上監護や財産管理を行うこ
とが必要かつ適切な場合や、本人に身寄りがなく、後見人などの適切な候補者を見つけるのが難し
い場合などの受け皿として法人後見が必要とされています。

①長期的に安定した支援が可能
法人として受任しているため、健康上の理由などによって後見人などが業務が滞ることなく、長期

的に安定した支援を行うことができます。

②社協ならではのネットワーク
高齢者や障がいのある方への支援のノウハウを生かし、本人の意思を尊重した支援を行います。ま
た、地域住民やボランティア、各種関係機関と協力しながら見守りのネットワークをつくります。

③支援困難ケースへの対応
虐待が疑われたり、親族からの干渉が激しい事案などに対し、多様な専門性を発揮しながらの対応
や心理的負担を減らし、効率よく後見業務を行うことができます。
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ぷら～っと カフェ  
 毎月第 3木曜日  参加費は無料 

 Ｒ3.5/20  6/17  7/15  8/19 

9/16  10/21  11/18  12/16 

R4.1/20  2/17  3/17 

 時間：9 時 30 分～12 時 30 分 

              会場：鹿角市社会福祉協議会内 

                  多世代交流スペース 

        

すみっこの部屋で こみっとやってます        
地域の方々、認知症の人やそのご家族、 
老若男女、年齢問わずだれでも気軽に 
「ぷら～っと」 「ちょっと寄ってお茶だけ」 

でも OKです。 
 

 
 

 

カフェは、 

悩み事や相談・情報交換ができる                   

安心して通える場所です。 
 

※問い合わせ先         

花輪・尾去沢地域包括支援センター 

電話：22-0502 
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